
　

通
学
中
の
小
学
生
が
交
通
事
故

に
巻
き
込
ま
れ
、
多
く
の
子
ど
も

が
犠
牲
と
な
る
事
故
が
全
国
で
発

生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
本

市
で
は
、
平
成
24
年
度
に
国
、

県
、
県
警
、
学
校
関
係
者
ら
と
協

力
し
て
、
通
学
路
の
緊
急
合
同
点

検
を
実
施
し
、
現
在
は
、
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
や
歩
道
の
設
置
、
歩
道
橋

の
延
長
な
ど
の
ハ
ー
ド
対
策
を
順

次
、
行
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
事
故
を
二
度
と
繰
り
返

さ
な
い
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
の
対

策
に
加
え
、
小
学
生
自
ら
が
危
険

な
場
所
を
知
り
回
避
す
る
意
識
を

持
つ
ソ
フ
ト
対
策
が
重
要
と
考
え

ま
し
た
。

　

そ
こ
で
平
成
24
年
度
か
ら
石
井

東
小
学
校
を
モ
デ
ル
に
、
子
ど
も

が
実
際
に
校
区
内
を
歩
い
た
り
、

地
区
住
民
に
聞
い
た
り
し
な
が

ら
、
危
険
な
箇
所
を
確
認
し
“
子

ど
も
目
線
”
に
よ
る
交
通
安
全

マ
ッ
プ
を
作
製
。
平
成
25
年
度
に

は
、
そ
の
取
り
組
み
を
市
内
全
小

学
校
に
広
げ
、
交
通
事
故
防
止
に

向
け
意
識
を
高
め
て
い
ま
す
。

　

作
製
し
た
マ
ッ
プ
は
、
各
小

学
校
に
配
布
し
、
交
通
安
全
意

識
の
向
上
に
役
立
て
て
い
る
ほ

か
、
公
民
館
や
見
守
り
隊
な
ど

地
域
へ
も
配
布
し
、
地
域
全
体

で
情
報
を
共
有
し
て
い
ま
す
。

ま
た
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
し
て
い
ま
す
の
で
、
家
庭
や

地
域
で
の
交
通
安
全
活
動
に
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

　

第
51
回
市
民
俳
句
大
会
が
２
月
11
日
、
子
規
記
念
博
物
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
募
集
句
１
８
３
５
句
、
当
日
句
２
３
５
句
か
ら

特
選
（
66
句
）
に
選
ば
れ
た
句
の
う
ち
、
市
内
の
人
の
句
を
紹
介

し
ま
す
。
○
は
複
数
の
選
者
に
選
ば
れ
た
句
で
す
。
（
敬
称
略
）

み
ん
な
で

安
全
な
町
に

し
よ
う
！

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、

子
規

記
念
博
物
館
☎
931
５
５
６
６
・

934
３
４
１
６
へ

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
総
合
交

通
課
☎
948
６
８
６
３
・

934
１

８
０
７
へ

約350人が参加した市民俳句大会

実際に歩いて、危険箇所を確認

意見を出しながらマップを作製

完成した交通安全マップ

市
民
俳
句
大
会

市
民
俳
句
大
会

第51回

　

阪
本　

謙
二 

選

草
の
花
草
の
実
夫
と
五
十
年

橘　

信
子
（
窪
野
町
）

　

髙
石　

幸
平 

選

ふ
る
里
の
大
樹
と
な
り
し
柿
を
捥

ぐ
三
好　

芙
美
枝
（
石
風
呂
町
）

図
書
館
は
森
の
靜
け
さ
雪
催

明
賀　

隆
夫
（
空
港
通
二
丁
目
）

　

福
谷　

俊
子 

選

千
年
の
層
塔
一
級
寒
波
く
る

塩
崎　

純
二
（
溝
辺
町
）

子
規
虚
子
の
ふ
る
さ
と
冬
の
虹
二

重織
田　

吉
司
郎（
湯
の
山
七
丁
目
）

　

有
光　

令
子 

選

晩
節
の
速
し
真
冬
の
か
ら
す
う
り

吉
岡　

君
子
（
辻
町
）

雪
螢
手
に
来
て
蒼
し
世
に
疎
し

弓
矢　

登
志
子（
古
川
北
一
丁
目
）

　

上
原　

白
水 

選

七
五
三
親
の
遺
伝
子
見
え
か
く
れ

中
城　

繁
子
（
畑
寺
四
丁
目
）

つ
つ
ぬ
け
の
内
緒
ば
な
し
や
日
向

ぼ
こ紀

伊　

郁
子
（
竹
原
三
丁
目
）

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
机
上
に
年

詰
ま
る中

原　

宏
子
（
南
久
米
町
）

　

髙
岡　

周
子 

選

岡
田　

早
苗
（
湊
町
二
丁
目
）

　

玉
井　

翠
陽 

選

独
り
言
ひ
と
り
頷
づ
き
日
向
ぼ
こ

田
村　

令
子
（
余
戸
東
四
丁
目
）

年
行
く
や
め
で
た
納
め
の
呱
々
の

声

原
田　

和
子
（
北
条
辻
）

着
ぶ
く
れ
て
夫
は
無
口
を
解
き
を

り

原　

一
子
（
浅
海
原
）

　

青
木　

満
子 

選

住
み
捨
て
し
家
に
ま
た
来
て
日
向

ぼ
こ中野　

八
千
代
（
桑
原
二
丁
目
）

新
暦
固
く
巻
か
れ
し
重
さ
か
な

池
田　

郁
子
（
溝
辺
町
）

母
と
ゐ
る
時
の
増
え
ゆ
く
柚
子
湯

か
な

松
田　

か
を
り
（
高
井
町
）

　

天
野　

滋
子 
選

埋
火
や
繕
へ
ぬ
こ
と
二
つ
三
つ

◦
吊
る
も
の
は
吊
り
て
母
家
の
冬
構

◦
吊
る
も
の
は
吊
り
て
母
家
の
冬
構

野
口　

寿
雄
（
三
番
町
一
丁
目
）

岡
田　

早
苗
（
湊
町
二
丁
目
）

悴
め
る
手
に
満
点
の
テ
ス
ト
か
な

田
仲　

敏
子（
朝
日
ケ
丘
二
丁
目
）

　

梅
木　

由
紀
美 

選

火
の
山
へ
火
を
放
ち
た
る
野
焼
か

な
吉
村　

滿
喜
子
（
土
居
田
町
）

　

江
崎　

紀
和
子 

選

着
岸
の
ひ
と
揺
れ
秋
を
惜
し
み
け

り

杉
山　

望
（
祝
谷
五
丁
目
）

　

岡
田　

武
夫 

選

百
段
の
磴
の
一
段
づ
つ
の
冬

丹　

経
子
（
畑
寺
三
丁
目
）

帰
り
待
つ
潮
見
の
窓
の
白
障
子

真
部　

伸
（
余
戸
東
四
丁
目
）

　

櫛
部　

天
思 

選

身
を
揺
ら
し
歌
ふ
ゴ
ス
ペ
ル
窓
は

雪

毛
利　

喜
勢
（
鹿
峰
）

　

武
市　

公
子 

選

嬰
の
瞳
に
利
か
ぬ
気
覗
く
初
写
真

正
岡　

照
世
（
新
浜
町
）

　

丹　

経
子 

選

柿
す
だ
れ
今
年
か
ぎ
り
の
駐
在
所

兵
頭　

倭
子
（
土
居
田
町
）

息
白
し
赤
子
に
も
あ
る
ひ
と
り
ご

と

徳
永　

陽
子
（
鷹
子
町
）

　

平
本　

故
渕 

選

鍵
つ
子
に
つ
れ
な
き
釣
瓶
落
し
か

な
荻
山　

玲
幸
（
保
免
上
一
丁
目
）

　

二
神　

利
恵 

選

波
郷
忌
の
欅
い
つ
ぽ
ん
日
差
し
浴

ぶ
友
近　

芙
美
子
（
湊
町
一
丁
目
）

山
の
あ
な
た
の
山
に
初
雪
誕
生
日

西
川　

慶
子
（
西
長
戸
町
）

山
羊
の
目
の
金
色
メ
リ
ー
・
ク
リ

ス
マ
ス

北
村　

知
江
（
柳
原
）

　

弓
矢　

登
志
子 

選

石
垣
の
上
も
石
垣
冬
耕
す

内
田　

長
子
（
立
花
一
丁
目
）

　

阪
本　

謙
二 

選

春
立
つ
や
嬰
に
ほ
ん
の
り
土
踏
ま

ず坂
本　

千
惠
子
（
星
岡
二
丁
目
）

　

髙
石　

幸
平 

選

炭
つ
ぐ
や
母
の
半
生
聴
き
な
が
ら

野
口　

寿
雄
（
三
番
町
一
丁
目
）

　

上
原　

白
水 

選

八
十
の
子
に
手
を
あ
ず
け
初
詣

門
田　

久
仁
（
道
後
町
一
丁
目
）

　

髙
岡　

周
子 

選

受
験
子
へ
禰
宜
は
衣
を
正
し
け
り

中
路　

久
江
（
北
斎
院
町
）

　

大
野　

勇
嗣 

選

お
干
菓
子
の
懐
紙
の
あ
さ
ぎ
春
兆

す

河
野　

紀
恵
（
北
久
米
町
）

　

木
下　

節
子 

選

く
さ
餅
を
買
ひ
て
渡
し
の
客
と
な

る
片
岡　

祥
子
（
緑
町
二
丁
目
）

　

重
信　

ト
シ
子 

選

余
生
こ
そ
凛
と
あ
り
た
や
葛
の
花

菊
池　

マ
サ
子
（
祝
谷
六
丁
目
）

当 

日 

句

当 

日 

句

募 

集 

句

募 

集 

句

使
っ
て
ね 

交
通
安
全
マ
ッ
プ

使
っ
て
ね 

交
通
安
全
マ
ッ
プ

　

地
域
に
あ
る
危
険
な
場
所

を
知
り
回
避
し
よ
う
と
、
子

ど
も
目
線
の
交
通
安
全
マ
ッ

プ
を
市
内
全
小
学
校
（
55

校
）
で
作
製
し
ま
し
た
。
ぜ

ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

交
通
安
全
マ
ッ
プ
の
活
用
を

子
ど
も
目
線
で
作
製
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